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前
理
事
長
挨
拶

理
事
長
挨
拶

浩風会からのご挨拶

樹
木
の
緑
が
さ
わ
や
か
な
風
を
送
る
五
月
半
、小
岱
山
の
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ

る
こ
の
地
で
岱
山
苑
は
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
三
十
年
顧
み
て
あ
ら
た
め
て
深
い
感
慨
を
覚
え
ま
す
。五
十
名
の
お

年
寄
り
と
二
十
八
名
の
職
員
で
の
始
ま
り
で
し
た
。こ
の
間
や
さ
し
く
見
守
っ
て

頂
い
た
地
域
の
方
々
、退
職
し
て
行
か
れ
た
中
に
は
故
人
と
な
ら
れ
た
方
々
も
お

ら
れ
ま
す
が
、三
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
心
か
ら
感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

岱
山
苑
を
と
り
ま
く
周
囲
の
様
子
も
一
変
し
ま
し
た
。三
ノ
岳
の
遠
望
も
な
く

な
り
、築
山
小
学
校
の
姿
を
見
る
の
も
難
し
く
な
り
ま
し
た
。高
齢
化
の
進
み
の

中
で
国
の
制
度
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
ま
し
た
。切
り
札
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
介
護
保
険
の
導
入
で
し
た
が
、人
の
心
の
全
て
を
く
み
取
っ
て
い
る
か
と
言
え

ば
、私
に
は
納
得
で
き
な
い
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
。高
齢
化
社
会
と
は
言
え
、

人
生
の
全
て
を
社
会
の
為
に
家
族
の
為
に
生
き
続
け
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
企
業

の
対
象
と
な
る
姿
を
、こ
れ
で
い
い
の
か
と
感
ず
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

岱
山
苑
は
三
十
周
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、社
会
の
変
化
に
流
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、制
度
に
縛
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、地
域
と
の
絆
、人
と
人
と
の
絆
を
土
台

に
し
て
、利
用
さ
れ
る
お
年
寄
り
や
家
族
、地
域
の
方
々
に
と
っ
て
心
安
ら
ぐ
場

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、職
員
に
と
っ
て
も
岱
山
苑
が
誇
り
と
な

る
職
場
で
あ
り
続
け
て
欲
し
い
と
言
う
素
朴
な
原
点
を
し
っ
か
り
ふ
ま
え
て
、新

し
い
歩
み
を
続
け
た
い
と
切
に
心
に
期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
岱
山
苑
開
苑
三
十
周
年
に
当
り
、形
ば
か
り
の
理
事
長
を
退
き
、名
実

共
に
岱
山
苑
を
創
り
上
げ
ら
れ
た
島
津
勇
典
先
生
に
後
事
を
託
し
、帰
す
べ
き

処
に
落
ち
着
い
た
と
安
堵
し
て
い
ま
す
。私
こ
と
九
十
の
坂
を
越
え
ま
す
と
折
に

ふ
れ
て
過
ぎ
し
日
を
想
い
起
こ
し
ま
す
。

開
苑
当
初
の「
ど
じ
ょ
う
掬
い
」を
踊
ら
れ
た
元
気
な
お
ば
あ
様
を
は
じ
め
、

何
名
も
の
方
々
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
し
て
共
に
働
い
て
下
さ
っ
た

O
B
の
方
々
と
朝
礼
で
唄
っ
た
寮
歌
等
、想
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。

近
年
は
高
齢
化
が
一
段
と
進
み
、い
よ
い
よ
施
設
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
て
い

ま
す
。社
会
の
要
求
に
応
え
て
ゆ
く
の
も
容
易
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、入
所
の
方

方
の
お
幸
せ
と
、職
員
の
働
き
甲
斐
等
考
慮
し
て
立
派
に
社
会
的
責
任
を
果
た
し

て
下
さ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

髙
田
浩
運
の
福
祉
に
か
け
た
情
熱
が
岱
山
苑
に
依
っ
て
末
永
く
顕
彰
さ
れ
ま

す
こ
と
を
感
謝
致
し
、そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
形
で
苑
に
関
わ
っ
て
下
さ
い
ま
し
た

方
々
に
厚
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
、今
後
共
よ
ろ
し
く
御
指
導
の
程
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

時
に
流
さ
れ
ず

　
　

原
点
を
見
つ
め
て

理
事
長　

島
津
勇
典

三
十
周
年
に
想
ふ

前
理
事
長　

髙
田　

薰
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岱
山
苑
Ｏ
Ｂ
会
よ
り

施
設
長
挨
拶

岱山苑からのご挨拶

Ｏ
Ｂ
会
代
表　

古
本
一
行

介
護
職
Ｏ
Ｂ　

有
田
鶴
子

岱
山
苑
開
設

　

三
十
周
年
を
迎
え
て

施
設
長　

田
上
光
一
郎

初
夏
を
思
わ
せ
る
日
差
し
を
受
け
、苑
の
楠
若
葉
の
緑
が
心
地
よ
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

故
高
田
浩
運
先
生
の
社
会
福
祉
へ
の
思
い
を
継
承
し
、地
域
福
祉
に
寄
与
せ
ん

と
す
る
趣
旨
に
基
づ
き
、こ
の
玉
名
地
域
の
高
齢
者
福
祉
の
拠
点
と
な
る
よ
う

開
設
さ
れ
た
岱
山
苑
も
、本
年
五
月
十
五
日
開
苑
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
五
月
開
設
さ
れ
た
岱
山
苑
が
そ
の
時
々
の
地
域
の
要
望
に
応

え
て
、昭
和
五
十
九
年
に
は
八
十
床
に
増
床
、急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
地
域
福
祉

と
り
わ
け
在
宅
福
祉
へ
の
事
業
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、さ
ま

ざ
ま
な
制
度
の
変
化
に
も
適
切
に
対
応
し
て
参
り
ま
し
た
こ
と
は
、当
時
の
濱
田

施
設
長
を
は
じ
め
関
係
者
の
精
進
の
賜
物
で
あ
ろ
う
と
深
く
敬
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

近
年
、急
速
な
超
高
齢
化
社
会
、介
護
保
険
改
革
の
中
で
老
人
福
祉
施
設
の

果
た
す
役
割
も
大
変
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。三
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、こ
れ
ま
で
先
人
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
岱
山
苑
の
歴
史
を
振
り
返
り
、継
承
す
べ

き
は
継
承
し
改
善
す
べ
き
は
改
善
し
、三
十
周
年
を
一つ
の
節
目
と
し
て
更
に
精

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
度
よ
り
初
代
施
設
長
で
あ
ら
れ
た
島
津
勇
典
理
事
長
を
迎
え
、今
後
ま

す
ま
す
進
展
す
る
超
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、ま
た
地
域
社
会
に
信
頼
さ
れ

る
介
護
老
人
福
祉
施
設
づ
く
り
に
向
け
、職
員
は
も
ち
ろ
ん
家
族
会
の
皆
様
や

地
域
住
民
の
方
々
と
の
交
流
も
深
め
、岱
山
苑
の
発
展
の
た
め
に
全
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、今
後
と
も
岱
山
苑
関
係
者
の
皆
様

の
ご
指
導
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岱
山
苑
開
苑
三
十
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

開
苑
当
時
の
職
員
も
昨
年
全

員
定
年
退
職
を
迎
え
、開
苑
当
時

の
苦
楽
を
知
る
職
員
も
い
な
く
な

り
少
し
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
私
が
望
ん
で
い
た
Ｏ
Ｂ

会
の
育
成
が
進
み
岱
山
苑
Ｏ
Ｂ

会
と
し
て
も
苑
の
運
営
に
協
力

し
、利
用
者
の
笑
顔
や
職
員
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
支
援
が
出
来

て
い
る
よ
う
で
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
岱
山
苑
の
発
展
の
為

に
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
微
力
な
が
ら
、

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
初
代
苑
長
の
島
津
先
生

や
Ｏ
Ｂ
会
代
表
の
古
本
先
生（
御

歳
九
十
六
歳
）を
囲
ん
で
の
花
見

会
を
岱
山
苑
で
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

介
護
職
Ｏ
Ｂ
も
開
苑
当
時
の

桜
の
木
や
つ
つ
じ
の
土
手
の
手
入

れ
等
当
時
の
思
い
出
話
し
に
盛
り

上
が
っ
て
お
り
、Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
こ

れ
か
ら
も
岱
山
苑
に
多
い
に
協
力

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
花
見

の
宴
を
終
え
ま
し
た
。
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デパートでのショッピング、みなさん
自分の好きな物を買っています。

バイキング風景、
今でもみなさんに人気の行事です。

静粛な中でのクリスマス会。
みなさん一緒にメリークリスマス。

年の初めの書き初め大会。
みなさん真剣に書いておられます。

阿蘇への一泊旅行、
SLにも乗ってきました。

昔ながらのもぐら打ち。
力を込めて叩いておられます。

昭
和
55

昭
和
56

昭
和
57

昭
和
58

昭
和
59

昭
和
60

昭
和
61

昭
和
63

平
成
元

平
成
2

平
成
３

平
成
5

平
成
6

平
成
7

平
成
8

5
月
15
日

7
月
17
日

5
月
15
日

7
月

3
月

4
月

5
月

11
月

2
月

12
月

12
月
〜

7
月
17
日

5
月

6
月

３
月

9
月

10
月

12
月

6
月

5
月

11
月

開
苑（
50
床
）

髙
田
浩
運
先
生
顕
彰
会

１
周
年
開
苑
記
念
日

理
髪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
始
ま
る

髙
田
浩
運
先
生
７
回
忌

短
期
入
所
開
始

30
床
増
床（
80
床
）

５
周
年
記
念
式
典

認
知
症
老
人
介
護
教
室
開
講

家
族
会
施
設
見
学
始
ま
る

文
化
サ
ー
ク
ル

食
堂
改
装

バ
イ
キ
ン
グ
昼
食
会
始
ま
る

髙
田
浩
運
先
生
13
回
忌
法
要

10
周
年
記
念
式
典

夜
間
浴
開
始

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
開
設

家
族
個
別
懇
談
会

玉
名
市
福
祉
ま
つ
り
参
加

シ
ャ
ワ
ー
ベ
ッ
ド
購
入

お
好
み
会
始
ま
る

15
周
年
記
念
式
典

1
泊
旅
行（
島
原
）

外での食事会、
天気も良くて
気持ちいいですね。
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秋の味覚、みかん狩り。
昔は苑の隣で行ってました。

文化サークル発表会。
楽器の演奏も頑張りました。

夏の名物、そうめん流し。
冷たいソーメンはおいしいですね。

菊水荘との交流会。今でも交流を深め、
会えるのを楽しみにしています。

風船バレー大会。みなさん体を
いっぱい動かしてハッスルされてます。

秋の大運動会、パン食い競走は
人気の競技です。

平
成
9

平
成
10

平
成
11

平
成
12

平
成
13

平
成
14

平
成
15

平
成
16

平
成
17

平
成
18

平
成
19

平
成
21

平
成
22

3
月

5
月

3
月

9
月

8
月
〜
1
月
末

10
月

２
月

3
月

3
月

9
月

3
月

3
月

5
月
22
日

11
月
27
日

11
月

12
月

1
月

5
月

６
月

１
月

４
月

３
月

９
月

５
月

岱
山
苑
介
護
マ
ニ
ュ
ア
ル
発
行

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
取
り
組
む

在
宅
介
護
・ヘ
ル
パ
ー
開
設

歯
科
往
診
始
ま
る

大
規
模
増
改
築（
一
般
浴
増
改
築
）

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
開
設

未
来
国
体
参
加

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
６
床
整
備

短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
指
定

介
護
老
人
福
祉
施
設
指
定

20
周
年
記
念
式
典

ふ
る
さ
と
訪
問

お
達
者
広
場
落
成
式

開
苑
22
周
年
記
念

ば
っ
て
ん
荒
川
公
開
収
録

東
棟
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
の
増
築

玉
名
市
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
参
加

デ
イ
セ
ン
タ
ー 

ト
イ
レ・
浴
室
増
改
築

気
づ
き
を
築
く
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

全
国
実
践
者
セ
ミ
ナ
ー
in
沖
縄
参
加

25
周
年
記
念
式
典

お
達
者
ク
ラ
ブ
始
ま
る

あ
ゆ
み
の
家 

改
築

西
部
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
受
託

南
棟
ト
イ
レ
改
装
・キ
ッ
チ
ン
増
設

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
隊
結
成

ゴ
ー
ヤ
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
始
ま
る

30
周
年
記
念
式
典

山田の藤の花見、
今でも変わらず
きれいですね。
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T a i z a n e n  3 0 t h  A n n i v e r s a r y

活気あふれる東町!!

元気一番
！

　　ご利
用者と共

に頑張り
ます

笑顔や笑
いの絶え

ない

　　ひま
わりのよ

うな暖か
い西町!!

生活相談室

これから
も

これから
も

　　　よ
り多くの

笑顔を

　　　よ
り多くの

笑顔を

　　　　
　　追求

していき
ます！

　　　　
　　追求

していき
ます！これから

も

　　　よ
り多くの

笑顔を

　　　　
　　追求

していき
ます！

開苑開苑3030周年周年
これかこれからも頑張りす!
開苑30周年
これからも頑張りす!

調　理

事務部

パワー全
開、

パワー全
開、

　　スタ
ッフ一丸

となって
頑張りま

す！

　　スタ
ッフ一丸

となって
頑張りま

す！

パワー全
開、

　　スタ
ッフ一丸

となって
頑張りま

す！

笑顔で生
き生き

笑顔で生
き生き

　　健康
をサポー

トします

　　健康
をサポー

トします笑顔で生
き生き

　　健康
をサポー

トします

岱山苑の
顔として

岱山苑の
顔として

　　　　
　　笑顔

と真心の
対応を

　　　　
　　笑顔

と真心の
対応を

岱山苑の
顔として

　　　　
　　笑顔

と真心の
対応を

医務室

平成3年
デイサービ

ス

開設当時の
航空

写真です

私たち事務部は「岱山苑の顔」であることを常に念
頭に置いています。開苑30年を迎えるにあたり、本年
4月1日島津 興新事務長のもと事務部を運営する新
体制が整いスタート致しました。
業務内容も煩雑多岐にわたっていますが、スタッフ

一同「いつも真心と笑顔」をモットーに、共同一致の精
神で岱山苑を支える原動力の一員として頑張ります。

今年度は極きざみ食、ミキサー食の方を対象とした
「なめらか食」に重点をおき、安全で美味しく彩りよい
食事の提供を心がけています。苑で収穫した季節の新
鮮な野菜をご利用者の方達がうれしそうに交代で届
けて頂く姿、「今日の料理はおいしかったー」の一言が
私達の仕事の励みです。昨年は若さ溢れる新人も加
わり平均年齢38.1歳パワー全開スタッフ一丸となっ
て毎日美味しい食事の提供を頑張っていきます。

岱山苑診療所として開苑時より、入所者とスタッフ
の健康を支援しています。日常生活の中で異常の早期
発見や感染症対策に力をいれ、献血等の社会貢献に
も心がけています。現在ご利用者の高齢化が進む中、
90％以上の方から苑での生活継続と看取りを希望し
て頂いています。今後も家族と共に考え、笑顔で生き
生きとその人らしい生活を支援する為、訓練や看取り
介護の充実に力を入れ頑張っていきます。

今、私たち生活相談員を支えて頂いているのはご利
用者の笑顔であり、家族からの感謝の言葉です。今年
30周年を迎える中、今までご利用者と多くの出会いが
あり、別れがありました。この岱山苑での多くの感動、喜
びや悲しみに共に涙したこと、それが私達生活相談員
の誇りです。これからもご利用者の笑顔を追求して、さ
らに誇りある岱山苑を目指していきたいと思います。




